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成果の概要／田中宣多 

 

研究目的 

斜面に分布する植生は，根系の抵抗力により斜面安定効果があるといわれている．しかし，

平成 30年北海道胆振東部地震では，森林地帯で過去にないほど広範囲で斜面崩壊が起きた．

斜面に分布する植生は，地震時に斜面へどのような影響を及ぼすのかよくわかっていない．

そこで本研究の目的は，まず崩壊斜面の植生分布特性を調べ，斜面に分布する植生の根系形

状を把握する．そして，樹木の地震時挙動が斜面に与える力を検討し，樹木が斜面崩壊に関

わる可能性を明らかにすることである． 

 

研究成果 

崩壊斜面の植生分布特性は，斜面崩壊の多発した厚真町周辺を対象として，斜面崩壊分布

図と植生分布図データを用いて検討した．その結果，厚真町の対象斜面は，落葉広葉樹の自

然林や落葉針葉樹の人工林が主に分布していた．ハビウ川流域の斜面を対象に崩壊箇所の

多い小流域と崩壊箇所の少ない小流域を選定し，植生分布を調べると，崩壊斜面を多く含む

小流域では，落葉針葉樹の分布割合が多かった．既往研究により針葉樹の根系は，水平根や

斜出根が卓越することが知られているため，樹木の挙動は，根系の分布する地盤に影響を与

えると考える． 

樹木の地震時挙動が斜面に与える影響については，解析手法および実験手法を用いて検

討した．解析では，つり合い式を用いた簡易手法に，震度法を用いることで，地震時の樹木

影響を考慮した安全率の低下を示した．さらに２次元有効応力解析プログラムの全応力解

析を用いることで，樹木の地震時挙動がすべり面のせん断応力に与える影響を明らかにし

た．実験では，遠心載荷装置と振動台を用いて樹木の地震時挙動が斜面崩壊のはじまりに影

響を与える可能性を示した． 

得られた成果は，地震に伴う斜面崩壊を簡素化した条件下で森林植生が，斜面崩壊に影響

を及ぼす可能性を示すものであり，地震時斜面安定性に対する森林植生の影響に関する新

たな知見となりうる．今後，詳細に検討が進めば，崩壊危険のある地域を植生分布の視点か

ら簡易的に判別できる． 

 

今後の研究 

・過去の斜面崩壊事例における根系と斜面崩壊の関係性の明確化 

・気候や地震発生に類似性のある他地域（ニュージーランドを例として）との比較検討 

 


